




留学生 理工系 数学 専門語 高校教科書
1. はじめに
専門的なテキス トを構成する語彙は、一般に基本語彙・準専門語彙・専門語
彙の 3種 に大別 される (Na● on2001:187)。 専門語彙 に属す専門語 (専 門用語
とも)は、狭義には学術用語に代表 される術語、広義には職業語をさす (野元
1980:562)。 専門語は日常語に比べて使用頻度は低いが、専門分野の学習には
欠かせ ない重要な語である。専 門語の規定 は、①専 門分野 の概念 を表す語
(Sager,DungwOrth&McDolald 1980:75,宮 島1981:12,Felber1984:168,
IS0704 1984:8)、 ②同じ専門の人の間で使われる語 (野元1980:562,影 浦













的に多 く (宮 島1981:40)、 日常語または基本語彙とまったく違ったも
ので難








































































「極大 (小 )」 「円の内部・外部Jの ように複数の項目に相当する内容が 1項
目にまとめられている場合は、「極大、極小」「円の内部、円の外部Jの ように
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分割した。「底 (対数の)Jの ように用法上の注がある場合は、「底Jの ように
注の部分を除いた。










資料には、2002年 度用の次の高校教科書「数学 I」 「数学ⅡJ「数学Ⅲ」の索
引を用いた。書名の後ろの数字は、各教科書の表紙に記載されている番号であ
る。
〈「数学 I」 教科書26冊 〉
1.『高校数学 I』 岡本和夫・船山良三ほか7名 ,実教出版,504
2.『基礎数学 I』 一松信ほか21名 ,学校図書,506
3.『高等学校新編数学 I』 鈴木晋一ほか6名 ,啓林館,510
4.『数学 I』 藤田宏ほか19名 ,東京書籍,622
5.『新編数学 I』 藤田宏ほか19名 ,東京書籍,623
6.『数学 I新訂版』岡本和夫ほか15名 ,実教出版,624




11.『高等学校最新数学 I』 戸田宏ほか9名 ,啓林館,629
12.『高等学校新数学 I』 鈴木晋一ほか6名 ,啓林館,630
13.『改訂版高等学校数学 I』 永尾汎ほか9名 ,数研出版,631
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14.『改訂版高等学校新編数学 I』 伊藤清三ほか10名 ,数研出版,632
15.『 改訂版高等学校探究数学 I』 梅垣壽春 。大矢雅貝1ほ か10名 ,数研出版,
633





21『高等学校改訂版新数学 I』 那須俊夫・平林一栄ほか17名 ,第一学習社 ,
640
22.『高等学校改訂版新編数学 I』 那須俊夫・平林一栄ほか23名 ,第一学習
社,641
23.『高等学校改訂版数学 I』 那須俊夫・平林一栄ほか22名 ,第一学習社,642
24.『改訂版高等学校新数学 I』 越昭三ほか8名 ,知研出版,643
25.『高等学校数学 I』 寺田文行ほか22名 ,桐原書店,644




























































「数学 I」 の26の索引からは、延べで1868語 が得られ、 1索引あたりの平均
は71.8語 だつた。同様に「数学Ⅱ」の26の 索引からは、延べで2084語が得ら
れ、 1索引あたりの平均は80.2語 だった。「数学Ⅲ」の20の 索引からは、延ベ










%)、 「不等式の表す領域」のような節形式が 8語 (1.0%)、 「極限は負の無限
大であるJの ような文形式が 9語 (1.2%)だ った。語形式が最も多かったと
はいえ、句形式など語形式以外の形式が4割以上もあったのは、本報告におけ
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No 数学 I 数学Ⅱ 数学Ⅲ



















形容詞の「等 しいJが 1語 (0.3%)含 まれた。専門語は大半が名詞と言われ




次に、各専門語の「数学 I～ ⅢJの索引への出現頻度を調査 した。「数学
I」 では、多数の索引に共通して現れる専門語は少なかった。全索引に出現 し
表 2「数学」の専門語 (延べと異なり)
数学 I 数学 Ⅱ 数学Ⅲ 全体
延ベ 1868語 2084語 1693語 5645語
異なり
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7 3 13 34 3






計 236 100 0
表3「数学 I」 の専門語の出現頻度 表4「数学Ⅱ」の専門語の出現頻度
た頻度26の 語は18語 (7.6%)で、全体の 1割 に満たず、全索引の半数の頻度
13以上の語に対象を広げても、該当したのは66語 (28.0%)で 、 3割 に満たな
かつた。一方、 1つの索引にしか現れなかった頻度 1の語が82語 (34.7%)で
全体の 3分の 1以上を占め、頻度 2の 37語 (157%)と 合わせると、 5割 を超
えた。
「数学 ⅡJにおいても、「数学 IJと 同様に、多数の索引に共通 して現れる
専門語は少なかったが、その割合は「数学 I」 の場合よりやや低かった。全索
引に出現 した頻度26度 の語は20語 (6.5%)で 、「数学 IJと 同様に全体の 1割
に満たなかったが、その割合は「数学 IJよ りも1.1%低かった。半数以上の

















10 ll 26 5
9 3 27 5






2 117 59 5















9 8 20 3
8 23.5
7 9 26 2







索引に現れた頻度13以上の語は66語 (21.4%)で 、その割合も「数学 I」 より
6.6%低 かった。一方、頻度 1の 語は125語 (40.5%)で 全体の 4割 を超え、
「数学 I」 の場合より5.8%高かった。頻度 2の 36語 (11.7%)と 合わせると、
「数学 I」 と同様に 5割 を超えたが、その割合も「数学 IJよ り1.7%高 かっ
た。
「数学ⅢJに おいても、「数学 I」 「数学Ⅱ」と同様に、多数の索引に共通 し
て現れる専門語は少なかったが、その割合は3種の索引中で最も低かった。全
索引に現れた頻度20の 語は14語 (4.1%)だったが、その割合は 3種の索引中
の最低で、全体の 5%に満たなかった。半数以上の索引に現れた頻度10以上の
語は62語 (18.0%)で 、その割合は3種の索引中で最低だった。一方、頻度 1
の語は156語 (45.3%)あ り、その割合は 3種の索引中で最高だつた。頻度 2

































表 6「留学生用数学」174語 に含まれる「日本語能力試験 1級」の18語
確率 加速度 区間 組合せ 座標 軸 周期 集合 振動する 接する 速度 楕円
頂点 独立 速さ 要素 領域 連続
句形式の専門語16語 を除いた158語 を対象に調査を行った。その結果、漢語が
139語 (88.0%)で 9割近くを占めて、以下、混種語10語 (63%)、 外来語 6































で最も多く、以下、「l旨 数Jな ど造語成分が 1つ の58語 (36.7%)、 「平均/変
化/率」など造語成分が 3つの10語 (6.3%)、 「2/次/方程/式」など造語
成分が 4つ の 2語 (1.3%)、 「第/2/次 /導 /関数」など造語成分が 5つの
3語 (1.9%)の順だつた。造語成分が 2つの語と1つ の語とを合わせると全
































(3)大学入学のための準備教育課程は、2004年 4月 1日 現在で、東京外国語大学留学生
日本語教育センター学部留学生準備教育課程、日本学生支援機構東京日本語教育セン
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(資料 1〉 「理工系留学生のための数学の専門語」 174語
*表記は、「数学 I」 「数学ⅡJ「数学Ⅲ」の教科書索引にあったものを採用した。
*太字は「数学 IJ「数学Ⅱ」「数学ⅢJのいずれかの全索引にあった50語を示す。










合,増減表,増分,速度,第 n次導関数,第 3次導関数,対数,対数関数,第 2次導関
数,楕円,単位円,タ ンジェント,値域,置換積分法,中 間値の定理,頂点,重複順
列,直線の方程式,直角双曲線,底,定義域,定積分,底の変換公式,導関数,動径 ,






余弦1余弦定理;余事象,ラ ジアン,立方根,領域,累乗,累乗根,連続,和 , y切
片,和事象,和集合,和の法則
(資料 2〉 「数学の基本的な専門語」のうち資料 1を 除く頻度 2以上の専門語 288語
*表記は、「数学 I」 「数学ⅡJ「数学ⅢJの教科書索引にあったものを採用した。
アステロイド,値 , 1弧度, 1次近似式, 1次の近似式, 1次不等式, 1対 1, 1対 1


























座標,長 さ,な す角, 2曲 線間の面積, 2曲 線の間の面積, 2次 曲線, 2次不等式の
解, 2次方程式の解の公式, 2次方程式の解の個数, 2乗根, 2直線の垂直条件, 2直













を解く,60分法,ロ ルの定理, y座標, y軸 , yの増分,和 を積に直す公式
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